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小
石
川
の
小
日
向
臺
に
、
檜
葉
菩
薩
と
稱
す
る
賢
人
あ
り
。
門
内
の
檜
葉
の
樹
、
偉
大
に
し
て
、
東
京
に
冠
た

る
を
以
て
、
斯
く
名
づ
く
。
啻
に
其
の
檜
葉
が
偉
大
な
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
人
格
偉
大
也
。
其
の
學
も
、
其

の
徳
も
、
其
の
才
も
、
み
な
偉
大
也
。
三
馬
鹿
、
年
來
こ
の
菩
薩
の
指
導
を
受
く
。
或
時
三
馬
鹿
相
會
し
、
相

議
し
て
曰
く
、
『
我
等
の
如
き
馬
鹿
者
は
、
何
事
に
於
て
も
小
日
向
の
菩
薩
に
敵
す
る
能
は
ず
。
併
し
我
等
も

日
本
男
兒
と
生
れ
た
る
か
ら
に
は
、
何
か
の
事
に
て
、
ひ
と
つ
此
の
菩
薩
を
負
か
し
た
き
も
の
な
り
』
と
。
馬

鹿
の
寄
合
だ
け
に
、
議
す
る
所
も
馬
鹿
げ
た
る
事
也
。
さ
れ
ど
、
馬
鹿
は
馬
鹿
な
が
ら
、
三
人
寄
れ
ば
文
珠
の

智
慧
と
か
や
。
裸
男
、
礑
と
膝
を
叩
い
て
、
曰
く
、
『
諸
君
喜
べ
。
こ
ゝ
に
奇
策
あ
り
。
檜
葉
菩
薩
は
身
體
肥

滿
せ
り
。
山
登
り
の
一
事
は
、
我
等
に
敵
す
る
能
は
ざ
る
べ
し
。
高
尾
山
に
誘
ひ
て
、
一
つ
困
ら
せ
て
見
て
は

如
何
に
』
と
。
夜
光
命
眉
を
顰
め
て
曰
く
、
『
其
の
策
や
好
し
。
唯
〻
軍
用
金
な
き
を
如
何
に
せ
む
』
と
。
十

口
坊
膝
を
進
め
て
曰
く
、
『
君
等
は
寅
藥
師
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
る
か
。
侠
氣
に
富
み
て
、
多
く
金
を
有
す
。

こ
の
藥
師
を
拜
一
拜
す
れ
ば
、
必
ず
我
等
の
爲
に
蕭
何
の
任
に
當
る
べ
し
』
と
。
夜
光
命
も
、
裸
男
も
、
齊
し

く
手
を
拍
つ
て
曰
く
、
『
妙
案
、
妙
案
。
』

　
三
馬
鹿
の
陰
謀
。
い
よ
〳
〵
實
行
せ
ら
る
ゝ
こ
と
と
な
り
ぬ
、
然
る
に
裸
男
事
故
あ
り
て
、
豫
期
の
時
刻
よ

り
後
れ
て
新
宿
驛
に
駈
け
付
く
。
爲
に
一
と
汽
車
後
れ
た
り
。
驛
前
の
旗
亭
に
團
欒
し
て
、
酒
汲
み
か
は
し
居

た
る
一
同
の
前
に
、
恐
る
〳
〵
進
み
出
で
て
謝
罪
し
け
る
に
、
檜
葉
菩
薩
少
し
も
腹
立
て
た
る
樣
子
な
く
、
例

に
か
は
ら
ぬ
温
顏
を
以
て
迎
へ
、
且
つ
杯
を
屬
し
、
『
久
し
く
逢
は
ぬ
が
、
無
事
な
り
し
か
』
と
、
情
の
あ
り
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あ
ま
る
一
言
。
『
こ
の
や
う
に
慈
悲
深
き
菩
薩
を
山
に
伴
ひ
て
困
ら
す
な
ど
と
は
、
さ
て
も
何
た
る
罪
惡
ぞ
や
』

と
良
心
一
時
腦
中
に
閃
き
た
る
が
、
今
更
中
止
す
べ
く
も
あ
ら
ず
』
と
糞
度
胸
を
き
め
た
る
凡
夫
の
心
こ
そ
淺

間
し
け
れ
。
檜
葉
菩
薩
筆
と
り
て
、
半
紙
に
さ
ら
〳
〵
と
、
豈
不
※
乎
の
四
字
を
書
し
、
『
こ
れ
を
何
と
讀
む

ぞ
』
と
の
奇
問
。
も
と
よ
り
智
慧
の
な
き
裸
男
、
『
豈
に
肉
な
ら
ず
や
』
と
云
へ
ば
、
『
よ
く
字
を
見
よ
。
肉

の
字
に
は
一
つ
丶





が
足
ら
ぬ
に
非
ず
や
』
と
云
は
れ
て
、
裸
男
忽
ち
閉
口
す
。
寅
藥
師
も
、
夜
光
命
も
、
十
口

坊
も
、
皆
讀
む
能
は
ず
。
檜
葉
菩
薩
微
笑
し
な
が
ら
『
豈
に
肉
（
憎
）
ら

し

か
ら
ず
や
』
と
の
説
明
、
一
同
あ

つ
と
ば
か
り
に
、
呿
い
た
口
が
塞
が
ら
ず
。
菩
薩
更
に
筆
を
執
り
て
、
近
作
の
俗
謠
を
書
し
て
曰
く
、

　
　
我
が
嫌
ひ
な
ま
意
氣
な
ま
醉
な
ま
物
識
な
ま
で
好
い
の
は
な
ま
こ
生
貝
な
ま

　
　
松
魚
何
よ
り
好
い
の
は
現
な
ま
ぢ
や

一
同
、
こ
れ
は
〳
〵
と
ば
か
り
、
感
歎
す
。
菩
薩
、
裸
男
を
顧
み
て
、
『
こ
の
歌
の
對
に
、
「
我
が
好
き
」
を

作
つ
て
見
ず
や
』
と
い
ふ
。
裸
男
の
如
き
馬
鹿
者
の
頭
よ
り
、
こ
れ
に
對
す
べ
き
妙
歌
の
、
湧
き
出
づ
べ
き
筈

は
無
け
れ
ど
、
『
出
來
ま
せ
ん
』
と
跳
ね
付
く
る
は
、
餘
り
に
無
愛
想
也
。
『
い
づ
れ
、
ゆ
つ
く
り
考
へ
て
見

申
さ
む
』
と
、
お
茶
を
濁
す
。

　
驛
よ
り
程
近
き
千
駄
ヶ
谷
町
に
、
六
一
菩
薩
と
稱
す
る
洋
畫
の
聖
あ
り
。
六
十
一
歳
に
な
り
て
初
め
て
一
子

を
擧
げ
た
る
を
以
て
、
斯
く
名
づ
く
。
旗
本
の
名
家
に
生
れ
、
夙
に
勝
海
舟
に
識
ら
れ
て
、
畫
を
海
外
に
學
び

た
る
老
大
家
、
西
洋
の
筆
致
に
日
本
的
の
趣
味
を
加
へ
た
る
一
種
靈
妙
の
畫
風
、
當
代
に
異
彩
を
放
て
り
。
而

し
て
檜
葉
菩
薩
と
最
も
親
し
き
仲
也
。
檜
葉
菩
薩
ふ
と
思
ひ
出
し
た
る
風
に
て
、
六
一
菩
薩
を
呼
び
寄
せ
、
山
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行
を
勸
む
。
六
一
菩
薩
、
裸
男
を
顧
み
て
、
『
高
尾
山
の
高
さ
は
如
何
ば
か
り
に
や
』
と
問
ふ
。
『
勾
配
は
九

段
坂
よ
り
も
緩
や
か
な
り
、
路
程
は
僅
々
十
數
町
、
先
づ
ざ
つ
と
、
九
段
坂
を
五
倍
し
た
る
も
の
と
見
れ
ば
可

な
ら
む
』
と
云
ひ
し
に
、
半
信
半
疑
の
樣
子
に
て
、
『
と
も
か
く
も
山
の
麓
ま
で
お
つ
き
あ
ひ
申
さ
む
』
と
云

ふ
、
は
ゝ
あ
、
解

め
た
り
〳
〵
、
檜
葉
菩
薩
の
賢
明
、
三
馬
鹿
の
陰
謀
を
そ
れ
と
見
拔
き
、
釣
ら
れ
た
る
風
を

し
て
、
そ
つ
と
三
馬
鹿
を
出
し
拔
き
、
麓
に
て
待
ち
合
は
す
相
手
に
と
て
、
六
一
菩
薩
を
招
き
た
る
よ
な
、
そ

の
手
は
喰
は
ぬ
と
、
裸
男
開
き
直
り
、
『
六
一
菩
薩
は
御
老
體
也
。
然
れ
ど
も
先
生
は
天
下
の
豪
傑
、
而
も
御

年
な
ほ
壯
也
。
よ
も
や
、
山
を
見
て
腰
を
拔
か
し
、
我
輩
も
六
一
菩
薩
と
一
緒
に
、
な
ど
と
は
申
さ
る
ま
じ
』

と
念
を
押
せ
ば
、
『
男
子
の
一
諾
、
言
ふ
に
や
及
ぶ
』
と
氣
張
り
給
ふ
。

　
酒
肴
は
蕭
何
の
寅
藥
師
が
一
切
取
揃
へ
て
汽
車
に
乘
る
。
中
野
、
荻
窪
、
吉
祥
寺
の
諸
驛
を
經
る
ほ
ど
に
、

一
望
茫
々
、
昔
の
武
藏
野
の
俤
な
し
と
せ
ず
。
十
口
坊
、
句
あ
り
。
曰
く
、

　
　
武
藏
野
の
果
や
山
あ
り
麥
の
秋

　
蕭
何
は
う
と
〳
〵
眠
る
。
そ
の
齎
せ
る
兵
糧
の
一
部
は
、
一
行
の
口
に
分
た
れ
た
り
。
國
分
寺
驛
に
て
、
賣

子
の
珍
ら
し
く
も
干
香
魚
を
賣
る
を
見
る
。
高
尾
山
上
に
多
摩
川
の
香
魚
を
あ
ぶ
る
も
亦
一
興
と
慾
張
り
、
眠

れ
る
蕭
何
を
起
す
も
氣
の
毒
と
、
裸
男
自
腹
を
切
り
、
そ
つ
と
財
布
の
底
を
は
た
い
て
、
五
六
尾
を
連
ね
た
る

串
三
つ
ば
か
り
買
ひ
た
り
け
り
。

　
淺
川
驛
に
下
り
、
山
麓
ま
で
車
を
走
ら
す
。
山
麓
ま
で
と
云
ひ
し
六
一
菩
薩
、
俄
に
元
氣
づ
き
て
、
『
共
に

上
ら
む
』
と
い
ふ
。
車
夫
一
人
を
し
て
從
は
し
む
。
大
な
る
籠
、
其
の
背
中
に
在
り
。
一
行
の
兵
糧
、
其
の
籠
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に
在
り
。
車
中
に
て
買
ひ
た
る
香
魚
も
其
の
籠
に
在
り
。
六
一
菩
薩
は
思
ひ
し
よ
り
達
者
也
。
檜
葉
菩
薩
に
待

ち
合
せ
の
相
棒
に
擬
せ
ら
れ
た
る
を
憤
慨
し
、
『
な
あ
に
、
老
い
て
も
山
位
に
屈
す
る
も
の
か
』
と
、
口
に
は

言
は
ね
ど
、
お
の
づ
か
ら
樣
子
に
あ
ら
は
れ
て
、
す
た
〳
〵
と
眞
先
に
行
く
。
案
ぜ
し
如
く
、
檜
葉
菩
薩
の
方

が
苦
し
げ
也
。
平
生
健
脚
を
誇
る
裸
男
も
、
歩
調
を
緩
め
て
、
吃
る
鈍
舌
を
鼓
し
、
『
六
一
先
生
、
畫
に
な
り

ま
す
か
ナ
』
『
な
る
な
る
、
一
週
間
ば
か
り
こ
ゝ
に
滯
在
し
て
、
名
畫
を
か
ゝ
む
』
。
『
こ
ゝ
の
清
水
で
、
一

寸
休
み
ま
せ
う
』
。
愛
宕
山
と
稱
す
る
處
に
て
、
ま
づ
一
と
休
み
。
半
ば
頃
と
お
ぼ
し
き
處
に
て
、
『
裸
男
さ

ん
、
こ
れ
が
九
段
坂
の
五
倍
で
す
か
』
と
、
江
戸
兒
の
六
一
菩
薩
、
さ
す
が
に
拔
か
り
な
き
哉
。

　
不
動
堂
よ
り
飯
綱
權
現
へ
の
石
段
の
、
急
に
し
て
長
き
に
は
、
六
一
菩
薩
も
閉
口
の
體
也
。
檜
葉
菩
薩
は
猶

更
の
體
也
。
世
に
も
尊
き
檜
葉
、
六
一
の
二
菩
薩
に
、
斯
か
る
憂
目
を
見
せ
て
、
腹
の
中
に
て
舌
を
出
す
馬
鹿

者
の
心
の
底
ぞ
恐
ろ
し
き
。
奧
ノ
院
へ
行
か
む
と
す
れ
ば
、
檜
葉
菩
薩
忽
ち
立
ち
ど
ま
り
て
、
出
た
り
や
出
た

り
、
『
我
輩
は
こ
ゝ
に
て
待
つ
』
と
の
泣
言
。
六
一
菩
薩
も
同
じ
く
、
『
我
輩
も
』
と
立
ち
ど
ま
る
。
こ
れ
を

豫
想
し
て
の
三
馬
鹿
の
陰
謀
、
勝
つ
て
兜
の
緒
を
締
め
、
『
今
暫
時
の
御
辛
捧
』
と
、
頭
を
卑
う
し
、
辭
を
卑

う
し
て
、
や
う
や
つ
と
思
を
果
し
た
る
こ
ゝ
で
高
尾
山
の
絶
頂
、
西
に
富
士
、
東
に
日
光
、
關
八
州
は
寸
眸
の

中
に
收
ま
る
。
『
絶
景
だ
』
と
檜
葉
菩
薩
が
言
へ
ば
、
『
苦
し
ん
だ
甲
斐
が
あ
る
』
と
、
六
一
菩
薩
の
挨
拶
。

そ
れ
で
馬
鹿
者
も
大
願
成
就
。
『
あ
れ
が
江
ノ
島
な
り
』
と
指
さ
せ
ば
、
檜
葉
菩
薩
ポ
ケ
ツ
ト
の
中
よ
り
雙
眼

鏡
を
取
出
し
て
、
身
動
き
も
せ
ず
、
ぢ
つ
と
見
入
り
給
ふ
。
江
ノ
島
の
こ
な
た
の
片
瀬
は
、
菩
薩
の
夫
人
の
病

を
養
ふ
處
、
生
死
尊
卑
の
別
は
あ
れ
ど
、
こ
れ
や
こ
の
、
碓
氷
峠
な
ら
ぬ
高
尾
山
、
大
正
の
日
本
武
尊
と
、
裸
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男
馬
鹿
な
が
ら
も
、
人
に
背
い
て
、
涙
ほ
ろ
〳
〵
留
め
も
あ
へ
ず
。
折
し
も
夕
陽
既
に
沈
ん
で
、
滿
天
の
暮
雲
、

忽
ち
五
彩
を
發
す
。
壯
と
も
麗
と
も
、
何
と
も
言
ひ
や
う
な
し
。
『
畫
に
な
り
ま
す
か
ナ
』
、
『
な
る
と
も
〳

〵
。
お
蔭
で
始
め
て
こ
ん
な
絶
景
を
見
ま
し
た
』
。
夜
光
命
鼻
う
ご
め
か
し
な
が
ら
口
吟
す
ら
く
、

　
　
氣
位
を
高
尾
の
山
に
上
り
來
て

　
　
　
　
我
れ
天
下
を
ば
小
と
す
る
な
り

　
裸
男
も
口
吟
す
ら
く
、

　
　
脚
力
の
強
き
ば
か
り
を
誇
り
か
に

　
　
　
　
阿
呆
の
鼻
の
高
尾
山
か
な

　
飮
み
つ
食
ひ
つ
、
天
然
の
宮
殿
、
天
然
の
食
卓
に
、
浮
世
の
外
の
美
味
を
味
ひ
て
、
さ
て
暮
れ
ぬ
程
に
と
、

本
坊
の
前
の
茶
屋
に
待
ち
合
は
す
こ
と
を
約
し
、
六
一
菩
薩
と
寅
藥
師
と
は
、
車
夫
を
伴
う
て
先
づ
去
る
。
酒

盡
き
て
、
い
ざ
下
ら
む
と
す
れ
ば
、
思
ひ
が
け
ず
も
檜
葉
菩
薩
、
ポ
ケ
ツ
ト
よ
り
ウ
イ
ス
キ
ー
の
瓶
を
取
出
だ

し
給
ふ
。
三
馬
鹿
狂
喜
雀
躍
、
有
難
し
〳
〵
と
舌
鼓
う
ち
て
、
飮
む
は
〳
〵
。

　
ウ
イ
ス
キ
ー
盡
き
て
、
始
め
て
氣
が
付
け
ば
、
檜
葉
菩
薩
あ
ら
ず
。
『
は
ゝ
あ
、
山
の
夜
路
を
恐
れ
て
、
逃

げ
た
ナ
〳
〵
』
。
陰
謀
功
を
奏
し
て
、
勝
利
も
勝
利
、
大
勝
利
、
醉
つ
て
は
益
〻
馬
鹿
に
な
る
馬
鹿
者
の
口
ぎ

た
な
く
、
さ
ん
／
″
＼
檜
葉
菩
薩
を
冷
評
し
な
が
ら
、
如
法
闇
夜
の
山
路
を
た
ど
る
行
手
に
、
圖
ら
ず
も
謠
の

一
節
、

　
「
か
や
う
に
候
ふ
者
は
、
鞍
馬
の
奧
、
僧
正
が
谷
に
住
ま
ひ
す
る
客
僧
に
て
候
。
」
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謠
に
堪
能
な
る
檜
葉
菩
薩
、
鞍
馬
山
を
聯
想
し
給
ひ
け
む
。
『
先
生
は
ま
だ
此
處
に
か
』
と
打
ち
伴
れ
て
、

行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
ど
う
や
ら
通
つ
た
こ
と
の
無
き
路
な
り
と
氣
が
付
き
、
行
き
つ
戻
り
つ
、
漸
く
本
坊
の
上

に
出
で
、
『
お
う
い
〳
〵
』
と
二
聲
三
聲
、
か
な
た
に
も
、
『
お
う
い
』
と
答
へ
て
、
待
つ
間
程
な
く
、
う
れ

し
や
闇
を
照
ら
す
車
夫
の
提
燈
。

　
や
う
や
つ
と
最
終
の
汽
車
に
間
に
合
ひ
て
、
歸
る
汽
車
の
中
、
檜
葉
菩
薩
問
ひ
給
ふ
ら
く
、
『
香
魚
は
ど
う

し
た
』
。
一
同
始
め
て
氣
が
付
き
、
山
上
に
て
も
食
は
ず
、
車
中
に
も
無
し
。
天
狗
に
さ
ら
は
れ
し
か
、
車
夫

に
く
す
ね
ら
れ
し
か
。
は
ゝ
あ
〳
〵
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桂
月
全
集
　
第
二
卷
　
紀
行
一
」
興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
會

　
　
　1922
（
大
正11

）
年7

月9

日
初
版
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

入
力
：
Ｈ
．
Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
雪
森

2019

年12

月27

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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